




沖縄県の基地の現状

北部訓練場

奥間レスト・センター

慶佐次通信所

伊江島補助飛行場

八重岳通信所

キャンプ・シュワブ

キャンプ・ハンセン

辺野古弾薬庫

ギンバル訓練場
天願桟橋

嘉手納弾薬庫地区

市の真ん中に
広大な基地が…

地域の82.6%が基地

トリイ通信施設
陸軍貯油施設
嘉手納飛行場
キャンプ桑江

キャンプ瑞慶覧

普天間飛行場
牧港補給地区

那覇港湾施設

陸軍貯油施設
キャンプ・コートニー

キャンプ・シールズ
浮原島訓練場

ホワイト・ビーチ地区泡瀬通信施設

津堅島訓練場

キャンプ・マクトリアス

金武ブルー・ビーチ訓練場
金武レッド・ビーチ訓練場

宜野湾市

嘉手納町

国道58号

米軍基地

提供水域

陸　軍

海　軍

海兵隊

空　軍



施 設 数

施 設 面 積

専 用 施 設 面 積

軍人・軍属・家族数

34

23,301.5ha
（県土面積の10.2％）

22,932.7ha
（在日米軍専用施設の74.3％）

48,490人（2007年9月末現在）
軍人：
軍属：
家族：

22,720人
1,390人
24,380人

■現状

■米軍専用施設面積における本土との比較

陸軍
1.6%

1.1%

8.9%

75.9%

12.5%海軍

海兵隊

面積
（千㎡）
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凡　例
沖縄
本土

空軍

共用その他

（2007年3月31日現在）
■在沖米軍における軍別面積の割合

沖縄周辺の米軍訓練空域・水域

東シナ海

太平洋

伊江島訓練第二空域 徳之島

与論島伊平屋島

伊江島

粟国島鳥島

久米島

宮古島

西表島
石垣島

波照間島

渡名喜島

慶良間列島
沖縄本島

入砂島

伊是名島

沖之永良部島

北大東島

南大東島

鳥島射爆撃場水域及び空域

赤尾嶼射爆撃場水域及び空域

赤尾嶼射爆撃場

黄尾嶼射爆撃場

黄尾嶼射爆撃場水域及び空域
久米島射爆撃場水域
久米島射爆撃場
久米島訓練空域

出砂島射爆撃場水域
出砂島訓練空域

出砂島射爆撃場

アルファ空域

沖大東島射爆撃場水域及び空域
沖大東島射爆撃場

鳥島射爆撃場

伊江島訓練第一空域

沖縄北部訓練空域

沖縄南部訓練空域

ホテル・ホテル
水域及び空域

マイク・マイク
水域及び空域

インディア・インディア
水域及び空域

ゴルフ・ゴルフ
訓練空域

229,327（74.3%） 79,482（25.7%）
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凡 例

１ この冊子に収録した統計数字は、特に注意書がなくても、その単位以下は四捨五入してあ

るので総数と内容の計が一致しない場合がある。

２ この冊子作成に当たっては、主として、沖縄防衛局、在沖米軍、自衛隊、各市町村、県各

部局等関係機関が公表する各種の資料や聞き取り等により作成した。

３ 第８章の施設面積、地主数、賃借料は平成19年３月31日現在の数字である。

４ この冊子で使用した統計符号の用法及び法律等の概略は次のとおりである。

(１) 統計符号

０：四捨五入の結果表示単位に満たないもの

－：該当数字がないもの

(２) 安保条約：日本国とアメリカ合衆国との間の相互協力及び安全保障条約（昭和35年条

約第６号）

(３) 地位協定：日本国とアメリカ合衆国との間の相互協力及び安全保障条約第六条に基づ

く施設及び区域並びに日本国における合衆国軍隊の地位に関する協定

（昭和35年条約第７号）

(４) 沖縄返還協定：琉球諸島及び大東諸島に関する日本国とアメリカ合衆国との間の協定

（昭和47年条約第２号）

(５) 周辺整備法：防衛施設周辺の生活環境の整備等に関する法律（昭和49年６月27日法律

第101号）

(６) 第14回安保協議委員会：昭和48年１月23日付けの第14回日米安全保障協議委員会

第15回安保協議委員会：昭和49年１月30日付けの第15回日米安全保障協議委員会

第16回安保協議委員会：昭和51年７月８日付けの第16回日米安全保障協議委員会




